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“TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

Affiliated with The International Association of Y’s Men’s Clubs 

Chartered : 10 May, 1961 

 

Office : Tokyo YMCA Toyocho Center 

2-2-20 Toyo, Koto-ku, Tokyo, Japan 

 

〒135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 

東京YMCA東陽町センター内 

TEL 03-3615-5565 

東京むかでワイズメンズクラブ 
THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-MUKADÉ  “CENTIPEDE” 

━━━━━━━━━━ 

会    長  神保伊和雄 

副 会 長  城井 廣邦 

直前会長 今井 武彦 

━━━━━━━━━━ 

２０２３年７月 ～ ２０２４年６月 

国際会長主題   「輝かそう、あなたの光を」 

アジア会長主題 「変革のための光となろう」 

東日本区理事主題「未来のために今、学びと気づきを！ 

       未来のために、自信を育み、真の喜びに出会う！」 

東新部部長主題 「ALL 東新部、継続・発展！」 

                

━━━━━━━━━━━ 

書 記   長谷川正雄 

会  計  福島和州太郎 

担当主事  本多 良章 

━━━━━━━━━━━ 

3 月 本 例 会 

日 時 2024年３月１９日（火） 18：00～20：00   

場 所  東京ＹＭＣＡ東陽町センター 

会 費 ビジター 1,500円、メンバー 1,500円 

※ご欠席の方は 3/15 までに福島迄ご連絡ください 

でに福島会計までご連絡下さい。 

２０２４年３月本例会（745回） 

（ 強調月間：ＣＳ・Ｇｒｅｅｎ Ｐ／ワイズメネット ） 

今 月 の 聖 句         
 
私のためにののしられ、迫害され、身に覚えのないことで

あらゆる悪口を浴びせられるとき、あなた方は幸いである。 

                 （マタイによる福音書 5-11）  

Happy are you when people insult you and 

persecute you and tell all kinds of evil against you 

because you are my followers.   （Matthew 5-10） 

 

能登半島地震の 

甚大な被害を忘れない！！ 

私共に出来る、息の永い支援を続けよう。 

３月強調月間 CS・Green P／ワイズメネット 

CS・Green P：Community Service, Green Projectの

略。CSは地域のニーズに対して支援をする活動。

Green Pは今年初めて出てきた言葉で解説はない。 

ワイズメネット： 男性会員の女性パートナーを意味する呼

称。女性会員のパートナーの呼称は未定。 （伊丹 記） 

                ２０２４年２月 の 記 録     

   

   

らの24累計）

会  員  出  席  状  教 メーキャップ記録  スマイル  5,000 円 

正 会 員 8 名 出席(メネット) 1 名  今井武彦 2/20 東京クラブ ＢＦポイント  現金累計  円 

功労会員 1 名 出席(コメット) 0 名                  切手累計          
0  

 

在籍者数 9 名  出席(ゲスト) 2 
 
 

名      

出席（正会員） 5 名 出席(ビジター) 1 名         1名 
 

リングプル  累  計 85.5 kg 

出席(功労会員) 0 名 例会出席総数 9 名 1月出席率 75％ 
 ％ 
月出席率 88％ 
6月出席率  70％ 

  
  ％ 

むかで基金    今月分  円 

会費振込先 みずほ銀行 亀戸支店  (普通) ３０１３０７１ 東京むかでワイズメンズクラブ 

 

HAPPY BIRTHDAY 

該当者なし    
 

結婚記念日おめでとう 

該当者なし 

３月 本例会プログラム 
 

受 付・司 会  神保伊和雄 
 

開会点鐘                 会 長 神保伊和雄 

ワイズソング                     一 同 

ゲスト・ビジター紹介              司 会  

今月の聖句・感謝               堀口 廣司 

楽しい食事 

卓話 「赤ちゃんのいのちを守るプロジェクト」 

        賛育会ミッションサポート部長 

                大江 浩 氏 

強調月間アッピール            福島和州太郎 

ハッピーバースデイ・結婚記念日    司  会   

スマイル                       神保伊和雄 

諸報告 

閉会挨拶                        神保伊和雄 

閉会点鐘                 会 長  神保伊和雄  
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      ２  月  本  例  会  報  告         

東京むかでワイズメンズクラブの2月本例会は2月20日

（火）18：00より、東京YMCA東陽町委センター・1階ホー

ルにおいて、リアルとZoomオンラインを併用して開催され

ました。 

本日の司会は、お仕事多忙で欠席の福島和州太郎君

に代わって伊丹一之君が担当、神保伊和雄会長による開

会点鐘で開会しました。続いてワイズソングを歌い、ゲスト

紹介では、Zoomで参加の伊丹メネット、元メンバーの髙津

達夫氏と本多謙氏、そして本日のスピーカーの鈴木崇浩

氏が紹介されました。鈴木さんは伊丹コメット知子さんのご

夫君で、本日はヨルダンからご出席です。続いて堀口廣司

君が聖句とお祈りを捧げました。 

本日の例会はタイム・オブ・ファストで断食の例会ですが、

長谷川君の差し入れでほんの少し空腹を満たしました。 

この間に、山手センターからZoomで参加の本多良章担

当主事から、東京YMCAの震災支援で輪島から20㌔ほど

の町野町の避難所に行った経験が語られました。衣類は

上着類が不足していて、風呂は自衛隊が設置して毎日利

用でき、段ボールベッドが届いてからは暖かく眠れるように

なったとのことでした。町野町は建物の倒壊はあったが、

防災士の方がいてガスを止めたりししたので、火災の被害

は免れたそうです。 

続いて、ヨルダンの首都アンマンからZoom生中継で、

JICA（ジャイカ＝独立行政法人国際協力機構）職員の鈴

木崇浩さんから「ヨルダンでのJICAの活動」と題して卓話

をしていただきました。  【写真下＝Zoomでの卓話】 

2013年からJICAでインド事務所（ニューデリー）に勤務、

その後麹町の本部で過ごした後、今はヨルダン事務所で

プロジェクト全体の統括の仕事をしています。 

ヨルダンの国土は北海道と同じくらいの広さで、人口は

約1,000万人、言語はアラビア語で、キリスト教は7％くらい、

王様がいる立憲君主制で安定した政情となっています。 

外交関係としては、1954年に外交関係樹立、1974年に

在京ヨルダン大使館開設と同時に在ヨルダン日本大使館

が開設、この年にJICA事務所も開設されているので、今

年は外交樹立70周年、JICA開設50周年に当たっていま

す。  【写真下＝ヨルダンの地図と基本データ】 

人口のうち、パレスチナ・シリア・イラク難民が約40％を占

めています。水資源は、ヨルダン川と地下水を利用、各家

の地下のタンクに貯めて大事に使っています。アンマンは

標高が900mくらいあり、水を揚げなければならず、その分

エネルギーを使っています。ガスと石油は90％を海外依

存、電力では太陽光発電で26％を賄っています。 

国の収入源としては、ペトラ遺跡やキリスト教関係の観光、

製薬業、海外からの支援が主になっています。また、今の

時期、昼間は気温10度くらいでまれに雪が降るそうです。 

以上で卓話を終え、強調月間では、TOF、UGP、HTW

について長谷川正雄君からアピールがあり、ハッピーバー

スデイ、結婚記念日は、いずれの該当者も欠席。 

ゲスト出席の本多謙さんからは、「ヨルダンとリアルタイム

での例会が出来て、むかでも進んだものだ。」という言葉を

いただきました。 

スマイルは5000円。諸報告では、本多良章担当主事より

町野町の小学校のHPにYMCAの支援の報告が出ている

という話がありました。神保会長から、「今日は新しいむか

でのスタートとすることが出来ました。」との閉会の言葉で

会を閉じました。 

出席者：神保、伊丹、長谷川、堀口、本多（Zoom）、伊丹

メ（Zoom）、 

ゲスト：鈴木崇浩（Zoom）、本多謙（Zoom）、髙津達夫

（休会・Zoom）   （敬称略） 

                         (伊丹 記) 

 

    東新部ＥＭＣセミナー 報 告           

表記セミナーは2月23日（金）13：30～16：00にYMCA

東陽町センターホールでZoom併用にて開催されました。 

会場出席者14名、Zoom出席者13名合計27名の出席

者。（他区部出席者：山田公平理事、山口直樹区副書記、

長尾昌男関東東部長、森本俊子あずさ部長、山下真区

LT委員長） 
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プレゼンテーション： 

1． 東新部クラブの現状（加藤義孝会員増強主査） 

2． 東新部の進むべき道を考える（今井武彦部長） 

3． 「活気があること、人が集まること、クラブ統合という

試み」（伊藤幾夫部 LT委員長） 

以上のことがはなされた。 

ディスカッション 

1． 会員増強よりも、会員維持が大切 

2． 新入会員への入会後のフォローが大切 

3． 東新部通常会員の人数 59 名、平均年齢 73 歳、し

かも、70歳以上が 66％ 

4． ５年後を考えるとき、東新部のクラブを実質統合する

必要性は高まるばかり。 

等の意見が交わされた。 

出席者の方々との、意識の共有ができたことは良かった。 

参加者：今井、伊丹                （今井 記） 
                

       東 新 部 会 長 会 報 告      

2024年2月14日（水）19時よりZoomオンラインで開催。 

以下のようなことが協議されました。 

1． 部長・役員のクラブ訪問について 

2． 自由献金の件（石田部会計より） 

3． 3／9～10 の区主催の次期部役員・クラブ会長研修

会の確認（東山荘） 

4． EMCセミナー開催（伊藤 LT委員長より） 

5． 第１回東新部部大会実行委員会報告（渡邊委員長

より） 

6． プロボノ作成チャレンジ（綿引主査より） 

7． 各クラブ会長報告・連絡 等        （伊丹 記） 

むかでの出席者：今井、伊丹  

      

    卓 話 者 の プ ロ フ ィ ール     

大江 浩さんの ご 紹 介 

1957年生   関西学院大学文学部心理学科卒業 

      キャンプ･ボランティア活動に従事 

1980年～22年間 神戸YMCA  

（担当部門：高倉台センター・ちとせ幼稚園⇒

ウエルネスセンター三宮／キャンプ・野外、

青少年活動⇒ランゲージセンター⇒予備校⇒

（阪神・大震災以降は国内外の震災支援）⇒

国際センター） 

2002年～4年間 横浜YMCA 国際･地域事業本部長 

2006年～9年間 公益社団法人日本キリスト教海外 

医療協力会（JOCS）総主事／現事務局長 

2015年～5年間 公益財団法人日本YMCA同盟 

法人事務局長 

2020年～3年間  社会福祉法人興望館 常務理事／ 

興望館こども園園長 

2023年～1年目  社会福祉法人賛育会  

ミッションサポート部長 

  赤ちゃんのいのちを守るプロジェクト事務局長 

ワイズ歴：神戸ポートワイズ⇒横浜ワイズ 

主な活動：早稲田奉仕園 評議員、 

明治学院 評議員兼理事  

ACEF（アジアキリスト教教育基金）監事 

ウエスレー財団 評議員 

かながわ開発教育センター 監事、等 

所属教会：  

日本キリスト教団横浜本牧教会（横浜市中区） 

 

            会 長 通 信         

2024年も、早、ふたつき過ぎ、春三月となりました。 

不安定なのは気候ばかりではなく、 

世情不安は地球規模！ 

最近は能登半島のみならず、房総半島にまで、地震に

震えている感じがいたします。またヨーロッパでは、ウクライ

ナ･ロシアの爆撃はもう2年も続き、パレスチナガザ･イスラ

エルは収まるどころか、激しさが増しているようです。 

我が国の国会では、政倫審とやらで、高給取りのおじさ

ん、おばさんたちが、小学生にも笑われてしまうような中身

の審議会？を行っている。被災地への支援･応援に力をも

っと出しても良いのに！ 

2024年問題って？ 

ひょっとしてワイメンズクラブの話！？！ 

悩みが尽きないですね。他人ごとではないか？ 

むかでの皆さん、何とかしましょうよ！ 

1プラス1が1 or 0でない数式はないのかな？ 

百足クラブの足が足りないと言って嘆いている。 

足して減ったら元も子もないのにね！ 

                            （神保 記） 

＜ ４月の予定 ＞ 

2日（火） 東京多摩スマイル・４月本例会 

8日（月） 東京町田コスモス・４月本例会 

9日（火） 東京・４月例会 

16日（火） 東京むかで・４月本例会  

19日（金） 東京世田谷・４月本例会 

23日（火） 東京むかで・第二例会 Zoom（18:00～） 

東京センテニアルYサ－ビスクラブ・例会日未定 

＜ ５月以降の予定 ＞ 

21日（火） 東京むかで・５月本例会  

28日（火） 東京むかで・第二例会 Zoom（18:00～） 
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         ２ 月 第 二 例 会 報 告            

２月第二例会は、27日（火）午後6時よりZoom方式で開

催、主な協議、確認事項は以下の通りです 

１ ブリテン3月号の発行 

 ・3月号編集担当者（下田会議より）     伊丹一之 

 ・主な原稿（固定原稿以外） 

       「2月会長会報告」   伊丹一之 

・東新部主催「ＥＭＣ セミナー報告」 伊丹一之  

・固定原稿（編集担当者の執筆範囲） 

１頁（表紙）のまとめ（フオーマット作成、 

送信共）、2月本例会報告、第二例会報告（今月

は長谷川）、編集後記 

・原稿締め切りは3月8日（金）、印刷会は3月19日（火）

16:30より東陽町で行う。 

2 3月本例会について検討 卓話者予定など             

・3月卓話者 大江浩氏（元同盟法人事務局長） 

 神保会長 

・4月予定卓話者 本多主事、中里敦主事 

「仮・能登半島地震避難所の支援活動」 

  ・5月予定卓話者 古庄信氏 ｢シェイクスピア｣ 

        神保会長 

3 その他の協議、検討、報告事項 

・第31回アジア太平洋地域大会  

シンボルマークデザイン募集中です。 

・2月会計報告（福島会計が欠席、長谷川より報告） 

ランドセル基金の50,000円は納付済み。今年度

自主献金58,800円（ユース4,000円含む）は部へ

納付済み。 

クラブ会費未納の方はお忘れなく！ 

・「プロボノ・ボランティアリスト」いついて  

 神保会長より説明。3月本例会で書類の作成を行う。 

会議は神保会長が閉会の挨拶を行い19：00に閉会。 

出席者：神保、伊丹、今井、長谷川、本多  （長谷川 記） 

【Zoomで行われた２月第二例会の模様】 
                           
         東京ＹＭＣＡ ニュース             

▼【感謝報告】山中湖センター100周年記念事業 プロジェ

クトアドベンチャー完成！ 

皆さまからの大きなご支援のおかげで、今回のプロジェクト

アドベンチャー導入が可能となりました。ご理解、ご協

力に心より感謝申し上げます。 

山中湖センター100周年募金は4月末まで継続して受け

付けています。皆さまと共にこのキャンプ場を未来にむけ

て維持発展させていくため、引き続きのご理解とご支援を

賜りますよう、お願い申し上げます。 

▼幸せなら手をたたこう 誕生秘話 出版記念 シンポジ

ウム 

「幸せなら手をたたこう」の歌は、木村利人さん（早稲田

大学名誉教授／東京YMCAアドバイザー）が青年時代に

YMCAのフィリピンワークキャンプに参加したことがきっか

けになり誕生しました。その物語が漫画化されたのを記念

したシンポジウムです。 

東京YMCAは、このシンポジウムの共催団体の一つ。 

【日 程】 2024年4月6日（土） 

【時 間】 14：00～16：30 

【会 場】 早稲田奉仕園スコットホール 

【参加費】 無料 

                     （本多 記） 
 

      ２月会計報告 ・ リングプル報告        

１ 月間収入・支出合計    期間 2/1～2/29 

口座名 月間収入額 月間支出額 

経常部 25,002円 70,100円 

活動基金部 17,550円 -  円 

■月次収支合計：    △27,548円 

■現預金残高（現在）：   494,031円 

（収支の主な内訳）  

・経常収入：  下期会費（1名） 25,000円 

・活動基金収入：  スマイル 10,000円、CS献金 7,550円 

・経常支出： 確定献金 58,800円、講師謝礼 10,000円 

・活動基金支出： - 円 

               （福島 記） 

2 プルタブ２月預かり分    

0.kg 

今月は久々のお休み月のようでした。 

次なる車椅子を目指して、再スタート切りましょう！ 

ここらでちょいと少し中休み。 

来月からもよろしくお願い致します。  

      （愛尽慕 記） 

 

           編  集  後  記              

今週水曜日には春分の日を迎えることもあり、今日は気

温が20度を超える暖かさとなりました。 

3月のこの時期は、年度末ということもあって、あわただし

く様々な会の用事が重なります。 

発行が例会前ぎりぎりになりましたことをお詫びして、編

集後記といたします。               （伊丹 記） 


